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日
本
代
表
選
手
が
過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
を
手
に

し
た
韓
国
・
平
昌
冬
季
五
輪
。
一
九
九
八
年
の
長

野
冬
季
五
輪
を
超
え
る
選
手
た
ち
の
活
躍
に
、
国

内
は
盛
り
上
が
り
、
大
き
な
感
動
を
呼
ん
だ
。
道

産
子
も
、女
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
高
木
菜
那
、

美
帆
の
姉
妹
、
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
の
Ｌ
Ｓ
北
見
な

ど
、
九
人
が
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
北
海
道
は
選
手
た

ち
に
道
民
栄
誉
賞
を
贈
る
方
針
だ
。

　

次
回
二
〇
二
二
年
は
中
国
・
北
京
。
札
幌
市
は

そ
の
次
の
二
〇
二
六
年
に
名
乗
り
を
上
げ
て
い

る
。
道
産
子
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
、
招
致
活
動

に
弾
み
が
つ
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
、
五
輪

は
今
、
曲
が
り
角
に
来
て
い
る
。
二
度
目
の
札
幌

五
輪
が
、
本
当
に
札
幌
市
民
、
道
民
を
幸
せ
に
す

る
の
だ
ろ
う
か
。◇　

　
　
　
　

◇

　

一
九
七
二
年
の
札
幌
冬
季
五
輪
。
ス
キ
ー
ジ
ャ

ン
プ
七
〇
㍍
級
で
「
日
の
丸
飛
行
隊
」
の
三
人
が

金
銀
銅
の
メ
ダ
ル
を
独
占
す
る
な
ど
、
そ
の
活
躍

は
今
も
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
五
輪

を
機
に
、
札
幌
の
街
並
み
は
大
き
く
変
貌
し
た
。

地
下
鉄
南
北
線
と
地
下
街
の
開
業
、
札
樽
自
動
車

道
の
開
通
、
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
、
真
駒
内
地

区
の
整
備
な
ど
、
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
た
。
当

時
建
て
ら
れ
た
施
設
は
今
の
札
幌
市
の
礎
を
築
い

た
。当
時
の
人
口
は
約
一
〇
〇
万
人
。「
サ
ッ
ポ
ロ
」

の
名
前
は
世
界
に
拡
散
し
、
国
際
都
市
へ
と
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。
雪
ま
つ
り
に
は
毎
年
多
く
の
観

光
客
が
押
し
寄
せ
る
。
現
在
の
人
口
は
約
一
九
〇

万
人
と
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
五
輪
が
札
幌
の
成
長
を

散 射 韻

て
い
る
。
た
だ
、
長
野
の
ソ
リ
コ
ー
ス
は
維
持
費

が
か
さ
み
、
今
後
は
競
技
と
し
て
は
使
用
し
な
い

方
向
だ
。
二
〇
年
の
東
京
五
輪
の
よ
う
に
開
催
が

決
ま
っ
た
後
で
、
費
用
が
膨
ら
み
続
け
る
と
い
う

危
険
性
は
消
え
な
い
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

札
幌
五
輪
の
誘
致
活
動
は
、
情
報
収
集
を
行
う

第
一
段
階
「
対
話
ス
テ
ー
ジ
」
か
ら
、
具
体
的
に

招
致
活
動
に
入
る
第
二
段
階「
立
候
補
ス
テ
ー
ジ
」

に
進
む
か
否
か
が
今
年
秋
ま
で
に
は
決
ま
る
予
定

だ
。
札
幌
冬
季
五
輪
招
致
を
表
明
し
た
二
〇
一
四

年
一
一
月
、
当
時
の
上
田
文
雄
市
長
は
「
都
市
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
る
」
と
強
調
し
た
。
札
幌

市
の
人
口
は
今
後
、
減
少
に
転
じ
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
五
輪
を
開
催
す
る
の
な
ら
、
少
子
・
高

齢
化
社
会
を
見
据
え
た
将
来
の
街
づ
く
り
を
ど
う

す
る
か
の
議
論
が
必
須
だ
。
巨
額
の
費
用
が
投
じ

た
だ
け
の
、効
果
が
本
当
に
生
ま
れ
る
の
か
。し
っ

か
り
と
し
た
試
算
と
と
も
に
、
市
民
、
道
民
の
理

解
が
欠
か
せ
な
い
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
高

額
な
開
催
費
に
批
判
が
強
く
、
住
民
投
票
で
は
反

対
が
多
数
派
を
占
め
、
五
輪
招
致
レ
ー
ス
か
ら
撤

退
の
方
向
だ
。
札
幌
市
は
二
〇
一
四
年
に
、
五
輪

招
致
の
是
非
に
つ
い
て
一
万
人
の
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
六
割
以
上
が
賛
成

の
意
向
を
示
し
た
が
、
札
幌
の
将
来
の
街
づ
く
り

を
ど
う
す
る
か
の
議
論
は
冷
え
込
ん
だ
ま
ま
だ
。

札
幌
で
も
、
住
民
投
票
の
よ
う
な
市
民
に
意
思
を

問
う
仕
掛
け
が
必
要
で
は
な
い
か
。　
　

＜

洋＞

よ
り
加
速
さ
せ
た
と
言
え
る
。

　

あ
れ
か
ら
四
六
年
が
経
っ
た
。
当
時
建
て
ら
れ

た
施
設
は
老
朽
化
が
進
む
。
今
回
、
新
た
に
誘
致

に
手
を
挙
げ
た
背
景
に
は
、
五
輪
を
機
に
、
施
設

を
建
て
直
し
た
い
と
い
う
思
惑
も
あ
る
。
経
済
界

か
ら
は
「
再
び
五
輪
が
開
催
さ
れ
れ
ば
、
街
が
変

わ
る
」
と
の
期
待
の
声
が
漏
れ
る
。
市
の
試
算
で

は
経
済
波
及
効
果
を
全
国
で
一
兆
四
九
七
億
円
、

道
内
で
七
七
三
七
億
円
、
札
幌
市
内
で
五
四
〇
四

億
円
と
試
算
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
開
催
費
用
が
膨
ら
み
続
け
る
五
輪
は
、

そ
の
効
果
に
疑
問
が
出
始
め
て
い
る
。
二
二
年
の

冬
季
大
会
で
は
、
オ
ス
ロ
や
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
が

巨
額
の
費
用
負
担
に
二
の
足
を
踏
ん
で
撤
退
し
、

北
京
と
ア
ル
マ
ト
イ
の
二
都
市
だ
け
が
名
乗
り
を

上
げ
た
。
二
四
年
の
夏
季
大
会
も
招
致
活
動
か
ら

退
く
都
市
が
相
次
ぎ
、
パ
リ
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

二
都
市
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
苦
肉
の
策
と
し
て

二
八
年
も
含
め
て
開
催
地
を
二
大
会
同
時
に
決
め

た
。
開
催
地
が
決
ま
ら
な
い
こ
と
を
避
け
た
と
み

ら
れ
て
い
る
。

　

札
幌
五
輪
の
開
催
費
用
は
四
五
六
五
億
円
、
市

の
負
担
は
一
一
〇
〇
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
る

が
、
三
〇
〇
〇
億
円
の
収
入
不
足
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
札
幌
に
施
設
の
な
い
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
コ
ー
ス
は
ニ
セ
コ
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

は
帯
広
で
の
開
催
を
目
指
す
が
、
ス
ケ
ー
ト
場
は

大
幅
な
改
修
工
事
が
必
要
。
ソ
リ
競
技
も
札
幌
五

輪
で
使
い
、
現
在
は
閉
鎖
中
の
コ
ー
ス
を
改
修
す

る
計
画
だ
が
、
長
野
か
平
昌
で
の
開
催
も
浮
上
し

五輪の是非は住民投票で


